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一自閉症児に試みた箱庭療法

岩堂美智子 阿原靖子

A Trial of Sand -Play Technique with an Autistic Child 

By MICHIKO IWADo AHD YASUKO AHARA 

序 女

1位併手ICLowenfeld5>が遊戯療法の手段のーっとし

て考案した箱庭療法(Sand-PlayTechniQue) は，そ

の後彼女に教えを受けたKalff2> により， その発展を

みた。我が国においては，その Kalffのf旨導を受けた河

合隼雄3>引により， 1965年から京都市カウンセリングン

ターおよび天理大学において用いられはじめ，児童や成

人の心理治療に注目すべき効果をあげている。

これは，人，動物 (家畜，猛獣)，績物，乗物，家そ

の他の建物，柵などのミ ニチュア玩具を用意し，クライ

エント IC，適当に玩具を選lませ砂を入れた箱の中IC何ら

かの表現をさせるものである。

Lowenfeldは，箱庭iζ 表現されるものは， その人の

内的世界を表わすものであると考え，十分にクライエン

トの PrimaryThoughtが表現されるζ とが治療の根

本となるといった。一方， Kalffは治療者とクライエン

トの関係、の重要さを強調し， Mother-child unityとい

い得る一体惑に支えられて表現されたクライエγ トの

「世界Jから乙そ自己実現の可能性が芽生えると考えた。

さらに河合等は，こうして出来上がった作品を Jung1>

のいう Imageとしてみてい乙うとしている。

さて，自閉症児}ζ対する治療的接近の方法としては，

従来の遊戯療法の他，音楽療法，e'家庭訪問治療などさ

まざまの新しい試みがなされており，同時IC親のカウン

セリングの重要性が叫ばれている。

箱庭療法は，自閉症児のうち，特に Kannertypeの

者には，材料の玩具が壊れやすくまたその入手が困難な

ため不適とされ，クライエント自身も「箱Jf5Jを作ると

いう乙とにほとんど興味を示さないので治療手段として

これを用いている例は少ない。

われわれは， Asperger typeと息われる一自閉疲児

に対し箱庭療法を試みたと ζ ろ，興味ある結果を得たの

で， ζ れを報告し， r箱庭JIC表現された自閉症児の内

的世界の解明を企てつつ，その治療的意義を考察したい

と思う。

目 的

Asperger typeと恩われる一自閉症児の遊戯療法IC，

箱庭療法を導入した結果を，母親のカウンセリ ング・プ

ロセスとあわせて考察し，自閉症児の自己表現の諸特徴

とその変化の過程を明らかにする。

クライエントについて

( 1 )事例 :J.M.男子 10才

(2)主訴 :3才11ヶ月の時.落ち着きがない，友達と

遊べない，腹病である，ことばの発逮が遅いなどの問題

をもって市大家政学部児童相談室へ来所。(それ以後現

在に至るまで遊戯療法をうけている。) 7才 3ヶ月の

時， K大学病院で小児自問1iEの疑いありと診断される。

(3)生活環境および対人関係 :

o - -. ♀ 
父 | 母

(大学教授41才) I (36才)

( 1 ) 

古
本児
(10才)

出生時より 1才8ヶ月まで， 父は海外留学のため不

在，母と二人きりの生活をする。母はζ とばの発逮が遅

いので精神薄弱児ではないかと疑っていたが，要求IC応

じて母が銃んで聞かせた絵本の文意をスラスラと時請し

て言った乙とがある。2:t頃一人でニ ・三度外IC出て遊

んだが，友達iζ叱られてから外IC出ょうとせず，室内で

のみ遊ぶようになる。同じ玩具をいつも持ち歩いたり，

半年以上も同じことをくりかえして遊んだりする。

幼稚園では集団行動ができなかった。6才3ヶ月，普

通小学校に母親付き添いという乙とで入学。入学当初は

級友ICは無関心で，いつも学級文庫の本を読んだり絵を

描いたりしていた。後lζ本児一人で通学が可能になった

が，次第に時l聞かまわず自分勝手なことを先生にむかつ
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て~i";"し，学級の他のj池小の勉予を妨げるζ とが多くな

ったので9.-t3ヶ月の時.lεa隻乍校!と転校する。?i:謎乍

校では!H_任教師の個別がjな指導をうけ.11也の精簿児Icj;七

し学習成績は抜群.fA等生となる。父母ともに口数少な

い学者タイプの人で，家庭もそういう雰囲気である。な

お 7才5ヶ)-jより本児の家庭へ週二回生活指導 (後に

家庭訪問治療として確立される。)のため児童学専攻の

大学院学生が訪問を続けている。

治療の実際

( 1 ) Sand-play導入前のJ君の行動像*

、弘

!1¥ 学

ぶなどをinぺ。川をお手前から左上部へ，箱を横断する

ようにi乍る。 t，:のみ.は海につながっているのだという。

布の方は三つに分かれていて，その分岐点に一つ慌をか

け，分かれて流れている二本の川区も績をかける。川u:

は舟を浮かべs 水を飲みにきている馬や牛を位く。海辺

にかに，少し維れたと乙ろに灯台を置く。川の近くにカ

エルの「ケロヨンJとその{中間たちを半円形に投べる。

牧場IL遊びにきているのだという。右手中央lζは::+:と家

を一つ芭き，その傍lζおまわりさんを二人立たせる。肢

も:kい)1¥の上流lこ水J!i.小展を前九。箱の中央ややす前{ζ，

.t~1ζ釆った列を郵便鼠さんだといい，パス停のtE;哉の傍

第 1表

期 Il¥J 治総回数 | therapyの特徴

1967年 4月.....8J! 17 回 play theapy 

(-fi']40分)
主IC.泥遊び，水遊

び， チャ ンパラ.JIlJ遊
び，本読みなどをする

1967年19%月8年 13 回 音楽 (piano即興演
.....1968{f. 2 fl 奏)をとり入れたplay

therapy 

j'.1ζ. J~リ遊び， 物35
の創作，ダンスなどを

する。

19伺年4Jl.....7月 1 11 回 play therapy 

主に.;t.:読み，絵師，

泥遊びをする。

( 2) Sand-play導入後の遊磁治療過程

m1表のような過程をへて，クライエント (以下 ch

と時す)は1968年 9刀より「筒底jをとり入れた play

をはじめるようになった。これは現手Eなお続行中である

が.ここでは一応196がド9JJ .....1969年7刀までの期間

(治療回数21回)をとりあげて，その問の変化の過伐を

.iuってみたい。

第 1回(1968.9.14) 

fi-il1定jの材料を凡て興味を示し， すぐ作りにかか

る。 まず中央iζJi屯の併をiitl~ く 。 続いてそのもllilc赤い).'.~

MをWlく。左手前半分の位ii/tに，ガソリンip..ブルドー

ザー，数二¥-，Ii..~用JI{それにガソリンスタンド， うどj単線

J 主I の n lllJJ 倣

.thと徐々に信頼関係を作りあげていく。

• play場面で，まだまだ緊張している。

-表情に乏しい。

-講談識の奇異なイントネーションで話す。

• thを無視している時がある。

-唐突な問いかけが多い。

-応答がスムース1ζいかない。

-駁して発傷的。

• pianistにも働きかける。

-はじめはJ日否的な態度をとっていたが，次第に音

楽を受けいれるようになる。

-いすに座つての静かな playが多い。

-たまに，日常の出来事江どを thIζ話したりする。

-thと少し情緒的なやりとりができるようになる。

第 1図

*"¥i:者の playtherapy {II.当後.Sand-playをとり入れるまでをいう。

( 2 ) 
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には雌倣のおじいさんを， uH手元りのおじいさんとして

れく 治f{.tH!rmJいっl示、節fafl:!)に興じ，終 fするとや

め興がしてほのいる勺ウンセリングルームにとんで行

き， rmさん，見て/伎のm低 Bと符らし気lこL、う。臼

!liIJiI¥のil・;1.:する街のH1EEと，牧歌的な}Ildの風;itが一つ

の稲のrllに同居しているが， ィ、 n~!，ではなt 、。全材、にの

どかな感じである。(第 1凶)

第 2回(1968.9. 21) 

5'eiIMMり際， r今度l孟i政'ρごっこをしよう」といって

いた泊りに，米以するとすぐ))1:只ーの111から，ゲリラやイ

ンディアンなど戦う恰好をした人1mを選びti'1して，京iiの

ぶ半分にれいていく。 iji1qiのたぐいも[泣く。 r乙いつが

黙って，これがやられるところ うーん，やられたjと物

dの人物にな『たように返びながら作る。イィ手下gj)から

左y.lt央部にむかつて抗れる川を作る。前日よりやや似

がlよい川である。川のあちこちに係をかけるし左手の)j

l主泌で，そこには舟をjf.かべるi この向に沿って小さな

本を村iえ，左手の認分一体に釣人や良夫などを両己流し，

そこにiiljにII1J11てケロヨン迭をtiijf<11とI，i]ltずらりと並べ

る。この/五手のttt~平{ま手取1な tlt界だという。 r ここはど

こ?Jと問うと， r 1:14>:の，平和な村jと答える。ケロ

ヨンi主W[iX守tの悶アメリカからiThげてきたのだという。

-')j，納のん}'J.i1t炎部にjりの中に小さなbdを作り，(tI!震

を-tJCii'l<。北憾に熊がいるところだという。村作りの

Ilf;~ ， なかなか砂を小I::j <拠ることができないでいるの

で，セラピスト(以ド thと附す)が水で砂を湿らせる

ことを教える。今回は箱庭遊びの後， 10分ほどの残り11与

U¥Jを紙芝川用の凶副を見て過す。この阿は戦いの場前に

時1mをかけ，カを入れて遣をんだ。戦争と-'Ie阿というこつ

のtlt採は，でき上がりを見ると.対比させられているよ

うだが，後 ~'Iま前者のしめくくりとして， あるいは休M\

として，L"tかれたようである。北極魚の説明は，ふとi泣い

てみたものを何とか理由づけようとする，分裂f，E!.患者の

ローJレシャツハ広応に見られる傾向に似た，一つのあら

われともみる乙とができる。

m3同 0968，9.28) 

今同も子告』泊り， fl然動物凶をf'l:るんだ と王手必烈

{'I:にかかる。前向，砂を~らせることを覚えたので，徐

々に砂を抑らせ，箱のまんιl'にイィからli.へ流れる和の三

分のーーほどのilii肢をIljめる大きな川を作る。川に少しほ

んとうの水もmeす。川のまんrjlに，匁， トラ， ライオ

ン，キリン，ゴリラなどをii1tき，それら'J!f!山こワニを1m

ませる。 rどういうところ ?J rワニが象に足を踏まれ

たので，!sって象を鴨んだんだ。それで持がワニ1:こ

( 3 ) 

らし均ているところさ l川の IJん:f-:こ少し砂をまき. It 

を納えてI(J;也をi下る 川の上械には隔をニケ所かける。

その・つ;立中波地でつながれて三つ連続した大がかりな

訴である。上子の岸iこは，多くの1::を植え，みかんの本

のまわりにサルを司いて，みかんを食べているところだ

と説明する。 Flの岸に.まケロヨンi主が，はるばるアフ

リカのこの自然動物図を見，''tに米ているところだと，彼

等と彼守:の乗ってきた向!lj)J'I"i.を ii'tく。今回の 「箱庭

[立，やや多い自の/.Kを伏月i したので， 泥遊こ刈(j'!lL~';が付i

かったが，遊びが小7・先ですまされることなくグイナミ

ックにおこなわれて， 1'1'，協が)J~'mいものになった。(第

2凶)

):f~ 4同 (1968，10，12)

第 5同 (1968，10，26)

第 2図

この二回は chが終了時iζ 作品を波してしまったこ

と， r火山Jをテーマにした乙とで，いずれも共通して

いるのでまとめて報告する。 r火山が爆発して，治岩が

泌れ出ているところを-1'1:るんだJと，右手上限に砂をお

く悩みあげる。第4回はまん中にメe_.(jに流れる幅広い川

をf'Fり，停に木々を組える。 illには二つつないだ慌をか

け.いったん山のあるみの洋に6人のケロヨン逮を放べ

たが r火山が爆発しそうなので，あわててケロヨン止

は逃がれる」と手前の;1さに{q_71を移す。 rもう安心，ケ

ロヨンi主は)11のむこうで火山を凡物するjと説明してお

いて，何度も火山を峻したり， jL}び砂を五日みあげたりく

りかえす。第5回は，)11のかわりにだ円形の湖を作った

のが央なるだけで，火山を見物するケロヨン，保1tをく

りかえす火山など， I孟lま4回flと同級であった。故後に

iれれでみんな出ーもれてしま った・・・ーと砂を平にならし

て， ほとんどの玩只を紛の外にlI'，してしまい，ntllに
も， r今日はもうみんななおしてしまったよJと告げ.

これまでのように「見て/ とひっぱりはしなかった。
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ζの二回は，使用した玩具主主も少なく，主として砂遊び

を楽しむように，もっぱら山をこしらえたり捜したりす

る乙とに熱中した chであった。 乙れは， 以前泥遊び

で，泥をかきまわした後.陵地を次々作っていった時の

遊びb・IC似たものであった。

第6回(1968.11.29)

第7回(1968.12. 6) 

研究室長移転で約一ヶ月のブランクの後，新築の play

r∞m へch米安。新しい室内Iこ関心を示しながら，

「待ち遠しかったよjと早速筒庭製作にとりかかる。乙

の第6回，第7回は湖を干妬し，宅地造成をするという

意味深い sand-playをくりかえしおこなったので，乙

れも二つまとめて報告する。第6回は「八郎潟J.第7

回は「びわ湖」を下先iし，徐々に水をなくしていって埋

め立てtU!をふやす遊びを入念におこなう。湖は，細い，

蛇行する川として残し， でき上がった土地には一軒画家

や.J11型プロックを杭んだ問地の鉄筋住宅を建てる。悶

んぼも作る。との二回とも，下妬工事lζ非常に時間をか

け，徐々に埋め立て地をふやす作業をくりかえしおこな

った。建物mはその後で無i2作にi丘いたので，でき上が

った作品をみると簡潔な感じを受けるが，力作である。

(第3図)

第 3図

きνs

気~8 回(1968. 12.20)

fびわ湖を作るJと大きく砂を移動させて湖を綴り，

四つの指を一直線につないで大儒にする。橋と橋のつな

ぎ自には小さい島を作る。 i相のj持凶Iι，五をの上喜，お

宮，家々を立tべ，湖岸を半p))仰と自動.p:の類で阻む。布

F上限にケロヨン速がびわi初見物IC来ていると ζ ろだと

いって，以前と悶係自動小一合と共に彼等を配置する。

お手前の$分に小『勾い丘を作り，その頂上Iこ灯台を建て

る。今回は湖を恩め立てることをせず，自分の記憶にあ

る風去を箱庭で表現したというよ うな作品になった。前

、t
'1¥ 

( 4 ) 

せ't

mの簡潔さと巡ってでき上がりがにぎやかである。連続

している自動市の列が作品に活気を与えている。

第9阿 0969.1. 17) 

新しく玩具倒iζ 加わったオランダ娘の人形を見て，

「オランダの同を作ろうかなjという。運河だと，左端

から右手前の方tζ流れる川を作る。手前側Iζいつものケ

ロヨン速や小さなカエル君達を輸に並べ，オランダ娘を

彼等のお母さんだよといってその中心に置く。

-}j， 川には舟を浮かべ，ワニから煩に，野滋類，家

資類を川の中および向う岸ICと乙ろ狭しと並べていく。

手前の岸のケロヨン迷のなどやかさとは対照的lζ，乙の

大fil:ll手の動物達は雑然として統ーがとれていない。

第10回(1969.2. 7) 

前回，チラ γと「次はスキーしていると乙ろをしよ

うJともらした巡り，入室するなりスキーをしている人

形を似す。砂を正而手前に高く政みあげて， rヒマラヤ

iζスキーに米ているんだ，ケロヨン迷」と山の向う側lζ

ケロヨンi主を波べる。スキーをしている人間を山の斜面i
であちとち移動させるが，やがて 「ζ の山，富士山にす

るよJと今度は湯函を日本に移す。 山の周聞に官二上五tlill

を作るといって，川でつながっている湖を左右に作り，

*.t:~やかにを水辺にi泣く。湖の傍Iとは五重の格，お宮，

己反が~ち，指を自動 fll~が渡っている。前半，活動的なス

キ一筋であったお1!llか，終 f時には，乙ぎれいな観光地

{となっfこ。

第11回(1969.2. 21) 

「鉄mを{'，・ろう。材料!土ないかなjプラスチックのプ

ロックを体状につなぎあわせて，水で湿らせた砂の上iζ

四本っきさす。それを柱にして， 25CJt四方ぐらいの金属

製の箱のふたをその上に載せ，やがて柱を三本にして，

ケロヨン速を凶く。そのうちの一人ネコ君IC鉄格の一本

をゆすらせ，やぐらを綾したりまた建てたり，上で仲間

どうしにすもうをとらせたりする。鉄塔のうしろ側に，

長方形の積水を二つOJ!ねて簡略な家にし，父母にみたて

た人形をほいて，ここがケロヨン逢の家だという。おわ

りになって，柱を全認とりのぞき，その跡を子どもたち

の遊ぶ砂場IC設定する。 乙の室長絡のシーンとは別iζ，

左側三分のーに，途中で，前回とよく似た湖のある嵐長ー

を，ふと思い出したように作る。 r乙れは，前作ったの

と同じ， 23上五j拐の一つ。河口湖にしょうかなj とい

う。ケロヨンの仲間のやりとりを演じる chは，まるで

同常場面での自分の発言のように感情を乙めている。

第12図(1969.2.28) 

ヨH3回(1969.5. 9) 
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このニ["1.ま，ーヶJJ余のIl日隔があいていたにもかかわ

らず， らょうど初1)11のfl・1日の変形のようで1，I6fn11こJ.lニi迫)，':i

がみられた。湖， )11，係，家々， /1<.1.'.¥， ;j乙々 ，従来する

1'1 iJlIJ +，タIJをなす自動車，ケロヨンi主の%問。変化に富

んだ筋~tさをつけながら作っていくというのではなく，

淡守と郊外地風去を作りあげる。ほっと息ぬきのできる

ような作品である。 12回で，;t. ;n絡が斜めではあるが，

ほほ 1-下型になっているのが注目される。 また. 13伺

では， 一列に汲んだホが，下から上にむかつて出勤して

いし何かの力を示しているようである。この時期は，

大r抑止'f'激化の折で，そのため休みがJ"かったのである

が， ch も大7:の封鎖事件や学'k運動の話題:こ関心を示

し. playの合い問に.しきりにその活題を chに投げ

かけ，不安そうな伝説をした

員iH4!i'!0969，5.23) 

お15同(1969，5.30)

ill.'j;:1台に亦い肱があったよJ r今 IJI立大'ア静かだ

;fl，みんなデモ1C'f丁-，tこの?Jなどひとしきり不おな大

中の活組をおしゃべりした後， liH足以1f~:1ことりかかる。

耳il4[11 Iから作品の傾向がまた変化を小した。この二日は

九々 ， r ITl õ:il ir~ J i霞ケiHiJの下t{jから箱!定遊びを11日始

し， .'初を徐々 にJiIlめて，俳水1令トラク。ーで行々と_j--

地を作:)あげていく4lJj';は以IVJと1，司俗であったが，後

、it.てき上が勺た釈しいよ地をH々のバラダイスにした

てていったのである。まずた上下分を， 「ここは采鎖倒

た」と.、って果物績を並べる。.6::F F前には本をたくさ

んl泣き. r f1(物協J ・こする。δr，;tr遊図地」で. プラ

ンコ，11;のアーチ，スベリ f?をl尽く。その績には fぷた

闘 をr"り大ぶた小ぶたをたくさん並べる。扱後にケロ

ヨンi土:を登均させ，色彩あざやかにでき上がった稲庭を

眺めて， ~I 分から「良いだろう . きれいだろう j と満足

気lこいう H{iJ也がL、ろいろなもの!こ利用されたところ

なのだという。作品ができょがった後，ニ自とも三輪Jli

に来り，ぷlζIIIていく。 J之のふ廊下をil;l毛する。久々 に

終了後efW.のFをひっぱり，自分の作品を見せて;Jl1射し

たのもこの回であった。排水機として，f.11t11する玩具は，

7A1 f険や心話Mである 胞ならし月lの '1'-としてトラク

ターでなく-*用 gドを使うこともある。 chは，それらを

iTI~~m~の排水i幾」などとこしつけて伐う。

¥:ii16回¥1969.6. 6 

~m回 1969. 6.13) 

この竺問も chの:t'をあらわしたような作品が作ら

れたe テーマは前向と同級で，全体の獄図が友わってき

ているu 16回はドーナツ~に摘がrドられ.やや図形的で

( 5 ) 

あるが，まん中のねがケロヨンi主がいかにも?cIaしそうに

必んでいる遊凶地となり.D:物の必もふえ活気lζi，y'jちて

いる。jJjlζは橋がかかっており. u，J凶には騒々の「凶J

がある。そ乙に新しく開t-ri村と chが名づけた村落がで

きた。 17回目の)jは「浜伝湖 d を中心に，域やタワーの

ある遊凶i1Jl， ;J<泳場のあるi盛岡地，と二つに遊園地が分

かれ，県樹図も二てFに分かれて作られる。 i初こは弁天島

その他のおを作り，_i1だt場もii:る。地形の表現に凝る。

でき上がった作品は非常にカラフルで見て楽しいもので

ある。 lJ.j固とも，谷1匠Eを{下り終えてから，指人形をtとっ
て人形出:11に興じた。fri庭{ま般かに作っていた chである

が，人形劇i差びではかなり発防(1'1になり，短人形を1!J.い

にくる男と，それをmむ男のがlを，もっぱら自分一人で

合川をしゃべりながら，アグレ・ノシグにllilじた。

第 4図

ヨH8回(1969，6，20) 

この図{まrli庭を全く伎わず，人形f!Jと三鎗事采りで時

'mを泌えた。 thと一宮:二人形劇の匁台ぷに入り込み，

t行人形の他， いぬ， サルなどのぬいぐるみ人形を集め

て，次々ストーリーを作つてはrJiじていく。戸外を学生

デモ隊が通るのを見て. i微動隊と反日共系の'fトいJを

tテー?にして人形たちを動かす。 thを相手役に求め

るH与と，一人でニ役泌じる111がある。食・J~用のままどと

ナイフで-}jを突きさすといったアグレッシヴな協同も

くりかえす。口にする合同副主，以前 (2年前)どっ乙遊

びをしていた11与のオーパーな必談調に比し，どく月並み

になってきた。

前19回(1969，7， 4) 

:ょ;殺のため渚!雇用玩Jlが他へ巡ばれていて， play 

r∞m に少数しか周忌されていなかったこの回. ch ，ま，

もっとおもちゃがあれば良いのに……といいつつ，両手

で砂を水と混ぜあわせ， 品川}いくまでそれをくりかえ

す。そうした後，びわi羽，ひえい山，そしてその近辺を

作りはじめる。 i僕，乙乙IC:a:ったことあるんだよ，歩
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いて。五月に お母さんと行ったんだjと謡しながら作

る。指で砂lζすじをつけ.湖西鉄道だという。後半は三

申告寧IC乗ったり， クレヨンで絵を播いて遊ぶ。$.育の

伐をつけたヨ ットの浮かぶ山中湖があり，そのまわりを

富士山と他の火山が囲んでいるもの， 噴火中の火山がた

くさん主主ぷ火山手普，まん中IC小さい火山の浮ぷ摩周湖の

三枚である。 絵を摘さながら，同級生が寄り遂をしたた

め，担任の先生に叱られていたのを見てかわいそうだっ

たというE置をする。今回の箱庭は砂いじり的IC終った

が，会話Iζ不自然さが見られなくなった。

第20白 (1969.7.11) 

3野外 (廷闘!.7.18) 

第21図 (1紛.7.25) 

最近の乙の三回は， 今までの箱a'Eの内容がより現実的

になってあらわれてきているものといえる。利根)1).児

島湾などと命名した川や湾を，干拓していって遊闘地や

果樹園を作るのだが.)11や入江として霊草される水の部分

が，入りくんだ複雑なかたちであらわされ変化!と富んで

きている。 r番外Jというのは，治療時間外K.たまた

まかつて chの生活指導をしていた人が来所した燦，

chが母と 共にその人lζ会いにやってきて， カウンセ

ラーや母親など同室のととろで箱庭を作ったものであ

る。乙の日は臨海学校から帰ったばかりの日で，早速箱

alC.見てきた紀ノ川にかかっている鉄橋をとり入れて

作った。乙の回は， トッボジージョとロージーの人形を

川辺IL置いた。またζの時はじめて，川を箱の上下}ζ流

れるように作り，積水と砂で作った大きな橋と，それが

ちょうど十字型lζ交叉しているのが印象的であった。

第21回では.はじめて小さな女の子と雷の子どもに似せ

た男の子が登場した。 chは乙の女の子を，公園の入口

で迎えてくれるのだと説明した。 ζ うして最近の固で

は. chの箱庭は，より現実的な場面の表現が多くな

り，同時に後遺する母親の面接過程にも示されているよ

うに，恩春耳目の芽ばえが感じられる。それと共ICchが

箱庭製作IC用いる時間が次第に短くなり，残り時間を他

の遊び一一人形劇，三輪車乗りーーにも使う乙とが多く

なった。

(3)母.のカウンセリ ング

chが養護学校に転校後の H胤年6月から筆者との面

接が始まり，現在まで約20固に及んでいるが，初対面で

非常に緊張の高い人で あるζ とが伺え，面接をはじめ

て， まず印象に残ったのは，発言途中に何度も咽iζ物が

つかえたような咳をするととである。乙れは樹齢ζ流さ

れるととな く， よく整理され，秩序づけられた発言の奥

童

( 6 ) 

学

111 2褒

(回) く作品内容の変遷> (差益五)
第1回 牧景。揖近くのJII辺と*の往来する街路の恩 有

第2回 敏争の固と平和の村の恩景。 有

第3回 アフ リカの自然動物国，動物逮がJIIに祭
まっている。

有

時4回 火山の爆発，溶岩が川を埋める。 有

第5回 火山の爆発，溶岩が湖を埋める。 有

第6回 JUIl潟の千妬，造成地に住宅を建てる。 有

第7回 びわ湖の干拓，住宅，図んぼを作る。 1m 
第8回 びわ湖大績とその付近の風景。 有

第9回 物ケロヨン一家の集い， )11前]ζ うに自然動 有
図。

同10回 富士山とその付近の湖の風景。 有

第11回 措置の風景，一方鉄塔で遊ぶケロヨン達。 有

第12回 事の往来する街路。 有

第13白郊外の住宅地風景。 有

第14回
出一来一果上樹が園っ.た織干拓物地園，の利遊用園地，益豚場。

有

第15回 前回のと同織で，それのやや変形したも 有
の。

第16回 上IC同じ。 有

第17回 君の主魚風場景。.弁天島のある浜名湖とその付近 無

第18回 Sand-playをしない。

第19回 ひえい山とびわ湖と湖西鉄道。 無

第20回 利綾川の干拓とその利用。 事誕

番外紀ノ川とそれにかかる鉄橋。 無

第21回 児島湾の干拓とその利用。 無

に訴えたい欲求のある ζ とを予測させた。

過程分析

過程1(1968年6月..... 1968年8月〉では，前図面接か

ら一週間の本児についての事実の報告が大鶴分を占め

た。報告は.科学者に相応く全く客観的なもので，常lζ

正常児との比般を頭IC置き，冷鯵そのものの見方をして

いる。また，自分の感情をち客観的に対象化して報告し

ている。 カウンセラー (以下 ∞と略す)としては，売を

も基本的な 「よく聞く j態度で益する他iζ，乙の冷静で

理知的な母親を理解する方法はないように思われた。 一

方，母親は ωiζ慣れるに従って緊彊が取れ， re1axし

た態度になったので，治療関係lζ期待がもてた。

過程 I (1968年 9 月 .......196~竿 2月)では，ほんの少し

づつではあるが母親自身について，或いは母子関係につ

いての発言が，よく統制された発言の除問からζlまれ落

ちるように述べられ，事実報告の場からようやくカウン

セリングの軌道に乗った惑がした。しかし， もう一歩自
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分を出すというと ζろで. 自主い防衛が衝くようであっ

た。何かを隠さねばならないという，初期にみられた袋

務感というものから開放され，乙ういう場をもっととが

「有費量b、Jと途べている乙とから，カウンセリングの意

義を感じていたと思われる。乙の時期Iζ.はじめて母親

と複線が合ったζ とも興味深い。

過程1(胤搾5月......196'伴 7月)は返還Iから，∞

の病欠と春休みで二ヶ月の空白があったために緊強が高

まり.初期にみられた核まで出現した。しかし，乙の両

者とも比絞的早く消失し. r休みが良かったので不安な

日々を送ったj と~えた。長期の休みが却って， カ ウン

セリングへの動機を高めたようで，エネルギッシュな発

奮を毎回続けている。

さらに，人との交流lζ申書びを見つけ，父兄会の集りに

も多加して，他の母親の昔話にも積極的に耳を傾げる姿勢

を示している。

以上が， ー停にわたるカウンセリングの過程である。

次に d の作った箱底と関連すると忽われる発言を銭掌

してみる。

1968，9.14 :一学期よりも chの調子が良くなったと

釘主から曾われた。学校ではみんなとうまく遊べるよう

になっていて，臨海学校ICも適応した。

1968，9， 21 : chの状態が慈くなったと先生から連絡が

あった。当面の問題は給食が食べられないζ と。 他人か

ら批判されるのを非常に気にする。

1968. 9，28:運動会の親子ダンスの練習に行ってき

た。父観Iζ対してはいつでも好きという乙とはない。

1968.12， 6:三学耳障は例年調子が懇くなるので，冬休

み中1ζ家庭でどう してやればよいのか責任を感じる。主主

任になっても過保.になってもいけないと思う。chの

状態が良いので.何か仕事につきたい。

1鈎9，1.17:冬休みをうま く乗り切れた。 二学期の良

い鶴子が縫いている.

1田9.5， 9:春休み中に chI立自の前で指を動かす毒事

が出て心配した。先生:(ま. ch Iζ知識を与えようとされ

るので，少し負m.ではないかと思う。

1969. 5.23:思春期の傾向がみられる。 r侯はXさん

の心をとらえているJなどという。学校で母の会があ

り，いろんな考えの人がいる乙とがわかった.

196θ， 5.30: chl立大学紛争に興味をもっている.野菜

煉いで食家の時にひと悶着する.

1969. 6， 13: cbは要家が通らないと代債を要求す

る.協調11がな く，級友とうまくゆかない。夏休みにキ

ャンプIζ行かせようと思う。

( 7 ) 

1969. 7.25:先生から知的レベルが高いのに比べ生

活習慣が身についていないといわれたが， 親も知的な乙

との方が生活面より得意だ。最近， 古事記を読んで符に

興味をもっている。

考 嬢

play therapy I'rt}箆をとり入れた時， すでに thで

ある筆者と.十分な信頼関係ができていた chは，第1

回目の作品から，比較的まとまりのあるものを作ってい

る。箱51の作品からだりではとても自閉症児の作品であ

ると思えないであろう。

本児の箱庭の第一の特徴は，第1固から第16固までほ

とんどの回iζ後人化されたカエル 「ケロヨンjと，その

仲間違が登泊している ζ とである。乙のケロヨンは ch

の自我の銀微であるとみるζ とができる。はじめ半円形

IC並べられ， 一回一回の中iζ見物人としてそっと置かれ

ていたケロヨン逮は，次第IC力強さを増して. r干拓工

事jの第6固には，その労働をうけおう存在にさえなっ

てきている。回を重ねるにつれ，ミド円から円形に並べら

れるようになったケロヨン遣に， 充実へとむかう chの

自我が反映されているのではないかと恩われた。

諸氏の経験において，本児にみられるケロヨンのよう

に.作品の中lζ登嶋する chを代弁するような存在物

は，回が進むと消失してしまう乙とが多いといわれてい

るが，本児の箱庭でも，第17回以降，乙のケロヨ ン遥は

獲を消した。そして，かわってより人間的要素の凄いト

ッポゾージョや，人間の子どもえtどが霊場してきてい

る。ζれは.1事2衰の作品内容の変遷を見てもわかるよ

うに，全体として.初期の頃の，どちらかといえば非現

実的な d の作品が. ~史々現実味をおびた，より具体的

な作品にかわってきている乙ととも無調係ではないであ

ろう。乙うして作品を継"J的4ζ見ていくと， 一つの作品

を作り上げたカを踏み台にして. chがさらに次の作品

を発展的に生み出している乙とがよくわかる。

次1''*児の箱庭の，掃の使用の特徴について考察して

みたい。

「箱庭jにおいては，編は一般に重委な意味をもっと

いわれている。 似たとえば，周囲に対して心を閉ざして

いた chが，治自震が進むにつれ， 二つに区切られた土地

に慣をかけたり.疲れ島IC縫をかけたり，いわゆる rll
~J . r舗を.るjテーマの作品を作るようになり，そ

れと共に問題が消えていったという事例がよくあげられ

る。演は， ぬ が自ら関係、をつけようとする気持，ある

いはその可能性をあらわしていると考えられる。
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本児は，第1固から鎖繁に績を使用した。ほとんど毎

回川や措置に楊をかけ，絡の広いとζ ろには中継地を作っ

たり，二つ三つ績をつ江いだりして念入りに掃をかけ

た。 ζれは.;l主児がその内面4ζ，局留の人や物につなが

りを求める気持を有している乙との一つのあらわれだと

推測できないであろうか。震に著しい自閉症状はもた

ず，境界線領減IC位置するような，本児ゆえに晃られる

一つの特徴であると思われる。

第三lζ，本児の作品の中IC次唱と変化してあらわれる

rJllJについて考えてみる。

本児の場合，ほとんど毎回，川や湖，海などの水の情

景がつくられている。第1固においては， 一方が海につ

ながった川がつくられた。乙れは'.将来のより広い世界

への発展を暗示しているようではあったが，飽り方が弱

<.先場が形のはっきりしない消えいるようなものであ

った。と乙ろか第3回には， ζ の川は大河となり， 周

聞の土涯との区分も しっかりして.力強いものとなっ

た。その後.)lIli湖Iζ，あるいは海になり，次第に干妬

され，宅地やその他の土地IC~帰されていった。 ch は

自由iζ砂を出し入れして貨を決め，大胆に大きな湖を作

うではそれを再び砂で埋めていった。

エネルギーのあり方や，心の流動伎を象徴すると息わ

れる fJ1lJの存在が，こうして本児の作品の中で，ダイ

ナミックIC変化していく機子は.前述したケロヨンの存

在と尖IC，chの進みゆく方向を示すものとして興味深

b、。
本児は箱庭遊びの中で，干拓工事を非常な熱心さで，

時間をかけてお乙なった。

工事現場であるとか，土地の基縫がためをするような

Sand playは， chが自己の内的な世界の基監となるも

のを，掘り起乙し，確立させていく意味深いものであ

る。火山の創造，鎌発をくりかえし，まず愈l!t位記のよう・

な世界を再現した後，非常に綿密に干拓作業を展開した

ch は，ζ の綿密な作業をとおして，一歩一歩成長への

歩みを進めていったものと恩われる。

干拓地作りをせっせとおζなった第6回，第7回以

降， chの作品は一段と活気IC自信ち，畳場人物が箱庭狭

しと移動，活趨する，波動的なものになった。 ζの傾向

はしばら く続き，第ロ回， 13回のほっと一息つくような

作品の後，今度は出来上がった干妬地の利用という乙と

で，カラフルな箱路が作られていったのである。第12固

において，ほほ中央iζ位置する道路が斜め十字裂になっ

て.1，'るのが，次のテーマ縁側の暗示のようである。

子拓地を遊園地をはi劫織物園，果樹扇，此関(~

重

( 8 ) 

学

豚場7などに利用したと乙ろは， chの子どもらしい夢

と生産性を象徴していて面白い。ぞの後で， chの具体

的な体験も交えて作っている日本各地の川iや湾，湖底景

の表現が， 一歩現実的な世界へ足を踏み入れた chの茨

在を反換しているし，また，より具象的な男女の登場に

よって chの思春期が箱庭の世界においてもはじまりつ

つある乙とが示されている。

本児lま箱庭~ぴをはじめてから. thへの話しかけが

多くなり，箱庭のI見切に終始していた時から.At近では

自分の日常の出来事，とりわけ事怨哀楽を強〈感じた事

件当?， 怖 に話して聞かせ・るようになった。祭表情で，ー

奇異な狗婦の宮語表現をしていた過去に比べ，情緒たっ

ぷり，学校の先生や友だちの乙と，遊びK行った時の乙

と.1>寺事問題などを話すのである。かつては劇遊びの合

詞や，とりとめない話題をさかんにロにしていた chで

あるが，象徴的体験をへて次第に感情が関発され，豊か

になってきたのであるうと恩われる。

一方，母懇のカウンセリングから言える乙とは，母銀

が上乙絞的安定している日は， chのSandplayでも安

定がみられ， chlC偏食や級友との不和など.問題があ

ると報告された時は， Sand play IC:もそれが反映され

ていると思われる乙とである。さらに，母貌は，知的レ

ベJレが布く，物事を客観的に見る習慣が，研究生活ICよ

って身についており ， 科学と非科学，.iEと~りの区日IJが

非常に強い。乙れが， 母親をして他人から笑われる言動

に出てはならない，との規範IC縛りつけ，苦しめている

と思われる。 ζ ういう規範の中にいる乙とが，自分を苦

しめている原因だとは自覚していない。懐妊して，仕方

なく研究生活から総れたとのととで，現在も研究lζ対す

る郷愁をもち. 主婦の~IC満足していない。 ch IC対し

ては，知的能力の開発を望み.生活函iζ重点を値いてい

ない。chの良き型車解者たらんと努力するが，耳Eる程度

までゆくと 「私にはできないJと.それ以上の努力に乗

り出せないでいる。

今後の方向とじては，母親が自ら治僚の雰囲気を十分

K味わう乙とにより， ch 1ζ対する見方，援し方を変え

ていくととが考えられる。

以上; therapyと∞unseling の経過を分析し，考

察してきたが，録後lζ，われわれの経験からいえる乙と

は，本児個有の総力もさる乙とながら，概して Asper-

ger typeの自閉症児逮ICIま，play therapy Iζ Sand-

Play TechJ1iqueをとり入れれば，より効果的な治療が

期待できるであろう&いう乙とである。箱庭というe嫁休

カ九従来の playr∞m の段備では十分に表現し得ない
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彼等の内的エネルギーを， 有効に発散させ， さらに th

にも，より良く chを理解するのに役立つ場を提供する

からである。もっとも.一事例のみでとのように結論づ

ける乙とは早急であるので，今後とも経験を重ねて検討

してみたいと思う。なお，chの therapyと併行して，

母親のカウンセリングが必要である乙とは拾を待たない

であろう。

要 約

Aspeger typeと思われる 一自閉症児Iζ試みた箱庭

療法と，併せてお乙なった母親のカウンセリングから，

われわれは以下の乙とを見出した。

(1) chの作品ICli了解不能な，奇異なものは見られな

かった。 ζれは，民ICthと信頼関係、ができていると

いうととが一つの理由であろう。

(2) chの作品ICli，毎回彼の自主主の象徴とみられる祭

人化された動物「ケロヨンJその他の一群が塗場し

た。

(3) chが作った劇的なテー71ま 「干拓工事j であっ

た。彼はとの遊びを通して，自我を確立していったと

思われる。

W chの箱庭の内容は，次第に非現実的なものから現

実的なものへ変わっていった。

(5) 箱庭療法による象徴的体験は，chの感情を開発

し，その素直な流出を容易にさせると恩われる。

(6) chの母親の態度は，客観的，知的であったが，カ

ウンセリングを経験する乙とにより，子どもに対する

理解を深め.柔軟性を得た。今後も、カウンセ リング

を続けるととにより，自己洞察を得る乙とが期待され

る。
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Summary 

The following ohservations were made through the play therapy with the Sand-Play Technique on an 

autistic child who seems to be of the Asperger type and through his mother's counseling. 

1. The child experienced sand-play willingly a口dhis pr吋 uctswere not strange and curious. Probably 

it is considered that bis products reflect the g∞d relationship between his therapist and himself. 

2. In every session， bis products were characterized by ωme groups perωnified animals which seemed 

to be of his self image. 

3. A dramatic theme of bis products was "reclamation works" tbrough which he seemed to be reforming 

悩mself.

4. The main ∞ntents of his sand-play cba日gedfrom unr鎚 listicto realistic ones. 

5. lt seems出 attbe client's symbolic experiences through the sand-play heゆ凶 theimmediate exp民s-

sion of his feelings. 

6. His morber's attitude had been very rigid， but during the ∞urse of∞unseling she develo似ヨdunder-

standing and flex.ible attitude to her child. It is expected tbat his motber"s self-insigbt would be 

attained through tbe intensive∞unseling. 

( 9 ) 
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